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本稿は、 f哲学者のI;4(j1[1叫が「臨生Jという枇告をもとに｝))1附iした r；控びJ論を段別し、 r；蛙び」の人II犯をの河倹z吋

を試みるものである。

子どもの1"1!1な表現や自発的表現を没者i寸る新教育五Il動以降、 r；些びJは子どもの成長を促L、それに得与するとしミ

うな叫、においてm嬰とされてきた。 「遊びJは「iiコJ>Jへと主るための前段と｛立附付けられたのである。だが、矢野弘l

HJ （欠好 2006）もli'i摘しているとおり、「遊びjは怠＇u叫成の形成論において、独自の側似カ九論，，，される必iiJ!がある。

すなわち、 r；控ぴJは'iiに子どもの光述にとって「役：＼i：つからJm'il!なのではない。 r；控びJは発渓に均一告するからmん

じられるのではなく、 IJ!i)LJ(Jそのものにi現有の｛！自制があることを:n過ごしてはならないのだ。私たちが遊ぶとき、それ

が仰かのために有効だからという理由で遊ぶわけではない。 f遊びJそのものが楽しいから遊ぶのであり、遊ぶこと自体

が 1l'I f1'J Jなのである。子どもは「遊び」をつうじて＇ l'llllJを体感し、時［！日をZまれ「今ここJに没iiriFる＇i＇で生きる

古びを！出じる。

さて、 r；控び」がそれIii体において！J.叫叫成をもっという1m；は、； U!i'rl町の臨h'loll＼忽において向憾に指摘がなされ

ている。オ三稿では、；＇； TI(の「蹴生」概念とそれに誌づく r；控びJFc!D併に焦点を当て、 「遊びJをfJrたな制点からflえな

おすことにしたい。まずは，i;mの r~，~＇i'J 概念とはし哨＝なるものか、その内容を概観することから始めたい。

2.蹴生とは何か

「附’i」とは、文守’i且りには、 r'i＇に臨むこと Jである。出夕日f*1段という、死の11訓告に起こる不可思議な現象につい

ての報告が、しばしば私たちの興味をかき立てる。「臨死」とは「死に臨むことJo今まで＇loの仰iにいた人11¥Jが先制尚際

に臨む。これを「l~ME1 と呼ぶ。~~は、この＇＇Hとは）＇£逆の体験が「臨＇i'J である。犯の帥lにいる人11\Jが＇IーのII出世に臨

む、のである。

「死者のi肢をもってこの枇この生を見つめi立すこと」。「他界からのまなざしお剛生！l＼！.！！を挺則した官学者、世：nrn11珂

による「店，，むの定義である。「死者の臨むとか r他県」といった、普段の感ttからすれば奇災に感じられるこれらの炎

1見によって、いったい何を伝えたいのであろうか。

理；生体験は、たとえば、ハンセン病の欲人、明石海人 (190ト3日）の次のような短歌のなかに揃き11:されているとい

う。

i 詩文が！えき I' iが廷し それが見えてゐる こんなことさへただごとなのか

ごくあたりまえで日常的な出来•Jr. 「ただこeとj でしかない気にもとめないII\来事が、くある組のまなざし〉によって

秘曲されるとき、それは、とてつもなく〈ただごとならないこと〉として、実感されてくる。〈什＇ tt:l訓・：； (8aupa~ew））。

~M!OJ裂の存i'Eが、あるいは私たち一人一人の存tf'が、とほうもなく前Iiきをおびた現象であり、そのことにまさしく間

的してしまうこしこれが出初の臨生体験である。

このとき、位'JI-を泌］曲する〈ある騒のまなざし〉こそ、死者のi現である。この取は、人生のill米WI（ターミナル）に

いる者によって詠まれたものである。死に逝くものであり、さらにはハンセン病とし寸深刻な担会長~，；；別という外殺も

キ食って、もはやこのi止の者とは！日われない、「まるで死者のごとき心地Jの中から魁ってきたID：界f問。それが、死者の
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｜眠によって見つめ直されたこの世この生なのである。

禅語に返すならば、 r大死一番組後に魁る」という事態であろう。その死は、肉体的生理的な死ではないとしても、

この世この生をもはや生きてはいないという恕＇＊で、精神的象徴的な死である。大死とは絶対的な死、すなわち自己の

絶対否定である。この世の中心に立って眺めている自己が完全日j壊して、＇£のむこう側口死の i世界へと治問’する。にも

かかわらず、そこからにわかに蛙ってくる、復活する。そして、死の世界から生の世界を見る視団Eが忽然と閲かれるの

だ。このような事態を、古取は、「他界からのまなざしJと袋現するのである。

r他界J とは、努力すれば陀一i闇へ回収できるものではなく、どんなに理知と7ぷ杭のかぎりをつくしてみても、同一

世Eへの同化（消化）が不可能なくまったき異相〉を；f;J.出する（古来 2005、19頁）。

しかしながら、「他界Jはこの世の彼方に、述くにあるわけではない。この世を超絶した世界として災体視し、「背後

世界」として対隠するのではなく、全く間近に、現災世界の内部に近接した世界として措定されている。こうした他界

観を、古来は F返信仙界観Jと名づけている。

それゆえに、「他界」は「視肢の転換装悶 (I司上、 66頁）J として位悶づけられる。現実を碍発見し、 i@らせる装1r1、

それが近傍他界観なのである。この怒味において、力点は「他界」からこのIll:の現災世界へと移行する。「他界Jという

装似を媒介することによって、このi止を生きる我々の生き方に根本的な11＼生命がおき、それに呼応して「この世この生の

相貌がまったく変殺する（同上、 191頁）Jo 

〈今ここ〉、この主u一刻の瞬間を鈍金L、至加なる＂＇起として自製するために（向上、 67頁）、「他界Jという装釘が

求められる。そして「目，gミ体験や臨生する紛争11こそ、はじめてこの｜止この生のリアルなすがたを発見する通路（向上、

6 )'l) J とされるのである。 r他界Jを設定することは、この世を否定L r11山界」を称揚するためではなく、あくまでも

この世界のリアリティにl'lを向けるために必弘、なのである。この点についてよりiiWIに、古京は次のように述べる。

もともとぼくたちには、有在に感応する能力がある。 u芸術作品や宗教行や哲学的な）~.ぷは、そのぞ7在感応能力

の部位をノックするだけ。ふだん潜在するばかりで休眠状態の容在砥解の能作を、ザッと鋭乱し刺激し共綬させ、

もってひとりでに溢れでるよう誘引寸る、そんな文化装限だと考えている。つまり、ふだん当たり前のように生き

てしまって忘れている、日常のこの世界や人生を、あらためて飽きのなかで見つめなおすための工夫やしかけ。だ

から、世界と改めて出会い砲し、日・1;1という脊凶を再臨認する文化装位。（同上、 9頁）

日常のこの世界や人生を、 li奇きのなかで見つめ［！［すために「他界Jを役ll'1L、「他界Jからこのi止の生を淑差すという

こと。「他界」はそのための装釘であり、政終的にi'llOされているのは、あくまでもこの世この＂＇を生き生きとしたもの

として捉え阻すことである。こうした文化装i白は、具体的にはいかなるものが組定されているのだろうか。

その例として、古来は1止阿弥の拶幻能を引き合いに出す。基i＜幻能は、「ひとりの人物の死をはさんで、此停の生涯の

この世のできごとから、死後の彼岸のありさまにまで及ぶ。 ー他界人（死者・約怒・制緩・物狙い）が主人公（シテ）

であり、そι生死往還が筋mきとなる（！司上、 42資）」ものである。この夢幻能において、当初、この世からあの世を

視ていた視座が、途中でこの世でもない、あの1庄でもない』似ifへと誘われ、さらに、あの世からこの｜止を視る視座へと

変容し、 i詰終的にこの｜止に渓る。主主幻能では、こうした迎動が一つの泌i剥内で起こるというのである。

古来は、 1止阿弥のti>について「この世この生（Hiersein）の至向性を知らぬまま失命した約事｜拍人生前とはことなっ

た偲！めた日〉をもっ死の側から Hiersein を覗き綴ることで、その奈/,)ij生に党毘！し解脱する、そんな転身I~むとして、

説明する。そして観客は、客席（他界）からこの世1(Hfcllを見つめることによって生に臨む（＝臨生する）こととな

る。この点については、以下のように述べている。
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ヒ出現場に灼裂する現実に問lしてみるとき、！PUはほんとうは児所の側におこっている。 liJ魂され訂以包されているの

は観客自身にほかならない。演出j空｜聞の昂掲池端！で、見Piもまたi践者問機に苦吟しさらにしばし「死に身」となっ

て、通常の生活悶（このi止）から一寸浮拐したトポス（｜剖のiliU場z近拡ι他界）へ辿行される。そしてi世間離脱をは

たし、世界劇場論的まなざし（他界からの視線z臨生する相事11）を形成、もって喜怒哀楽の人生舞台（この世この

生）を内観し、存在宇秘にいたりつく。このw.所の側の実存転調の内閥単1こそ、能の「本説Jなのである。｛同上、

50頁）



耳VI＇・JI＇政小木目見叶 j目乱！とi位びの人lllJ<;<

3.臨＇i；出！illと人llUJf;JjJ<

臨生思！；！！を短打1 して「遊びJ の人li\J'i"の碍仇；：－！をj試みようとするヰ端｝の;W！自にIf~ り割lむためには、臨生思必と「遊びJ

論とを結びつける政介の議論が現前されなければならない。それは、人rm形成についての議論である。臨生忠弘!bl人Ii司
形成のlf\Jiffi とどのように関わるのかを考策することによって、ょうやく「i盤びJ とは本来どのような耳'/ft~であるのかを

浮き彫りにすることができるだろう。

「人1111形成J とは、すなわち「人.fl日が人間lになることJ である。一般に、この言葉は、 'f&.主心~l！学に代表されるよう

な生i[Iずがj!のプロセスとして耳I¥解されている。いわゆる、子どもから大人になること、さらには人生の各段階の発迷訓1

1邑を解決することを、人｜山形成と考える見方である。

けれども、臨生思却を通して浮かび上がる人11:1形成の見方は、これとは全く呉なっている。人間がく今ここ〉の一瞬

瞬において生成している、そのこと自体が、すでに人間として十全であり、満たされている。人間存在をこのように

捉える臨＇I＇思想からすれば、「人間が人 II日になることJに段限的なプロセスなど必嬰としない。〈今ここ〉がすべてであ

るからである。

そもそも限生思想lの存在についての見方は、仏教がl説く「二額'E•E」；討を再併話 1 した「不思議変易生死J と呼ばれる

荷主観（これは'I：死紛でもあり、時間論でもある）によって、締法的に般かれている（，1;M!rqz、！59-l日6頁） (l~II ）。

関 i r不思品、E変易生死J

内耳打！与llil

'I' J>i'. 

ff誼2利JJI町北＝臨m:1~ノト述の現tE

在化 Jl01'1＇化

これは、 tUJJll減に生が化を挺りllll、死カ泌を先換する。 i'E化はJl<:{E化に、非在化はi'＇化に、通.，，； 1の思考（止日誌）を

担えたi:I:方で変成し合う。まるて，，~，水のごとく生起しては3町長してゆく l'J'i'H時間を織りなしている。しかも、それは！！！＼

均所（ア・トポス）の忽然現象であり、「永、阜の現副JlこlllJかれている。すなわち、腕1111を生きることがぶ述を生きるこ

とである、とする存在についての見方である。

このような存喧視を人間存在のあり方として数約することによって、臨空思想に基づく人1111形成論を場きillすことが

できるだろう。＇l'f!E発巡のプロセスとしての人1111形成の見方は、 i時1::1論的には•1~rni時II自を基盤とし、 fUEぷ＇il(I内には｝!ii皆

的にステージが上がってしベ椛闘を取っている。けれども、臨ノt担！.！；！！に），＼づく人1111Ii成の見方は、そうした線型itも段

F訓1もすべて取っ払って、（今ここ〉に1.（＼点化するのみである。

とはいえ、人11:11詰成の！？叫1liは、人！日！のffイC論的な締まlによってのみ摘成されているわけではない。目；生体験は、利1111

生滅する生成世界それ自体を体現しているとはいえ、そこからi世界や他者と関わること、あるいは生活者として生きる

ことが再出成されてこなければならないだろう。そして、そのjfj.fi'IJ成において、はじめて臨’t!l¥J出に誌づく人間形成が

良品、的な機在lをNることになると臼える。

このとき、考祭の乎町iは、「不思議変易＇ loュヲE1のお在観のもとに、 ff.ti＇を総理 J時llUとして促えてしまう私たちの観念

を乗り結え、いかにして生成の世界僚を汚附成し1tlすのかを考えることになろう。それは自倒的にヨえば、 tUJJlli幻こ変

成する在化と手l'i'E化の｜サtr1時1:11の的水によってl!'fき：t:した水波が、同時発生的にあるいは｜司心門的に流出する有り様を

lfcえるイメージである。

その流出は、おおよそ次のような3つの展開に分けることができる・（［卦2）。

節 lの展開。起点となるのは、最も阪f!J(l'jなく臨f主体験〉である。これは「不忠治変易生死JのtftE磁をそのまま具
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現した体感世界を指している。私はく今ここ〉において永述を生きている、まさしく蹴生している、その当態である。

第2の展開。〈臨生体験〉はここから、（I~，，＼生する精神〉としてく今ここ〉に広がっている世界へと流出する。その世

界は、「森締万象（字j]）が、毎瞬に脳波L、同時に毎瞬に自 Jillされていく J（向上、 152頁）生成のダイナミズムとし

て映ることであろう。この生成のダイナミズムは門型l時間のもとにPlられた世界像であるが、これを＇＂ II目的に見れば相

互述闘のコスモロジーとして成立している。それは、生滅する一つ一つの引物がそのままで宇宙の全体札をi耳切ill~とし

illしている世界である。路傍に咲くー輸の花に、生成のダイナミズムと荘llD!lill¥Iのコスモロジ を感得したときには、

この花がただならぬ光を放って厳然と卸｛いていることに）o/tl守するほかない。世界がまさしく間［きをもって立ち現われて

くるく訂‘在fftl哩〉の引態こそ、〈臨'loする精神〉である。

第3の展開。〈臨生する紛争｜：〉は、さらにく｜私生的態J立〉となって、具体的個別的な世界へ、たとえばl＇｝物や芸術作品

などとの！均わり、あるいは他者や1;111.：との関わりへと流出Fる。それは、〈今ここ〉での一瞬一l隠の凶わりが、そのまま

で充慌にして卜全であるような出会いを創生する。どのような出会いであっても、それは瓦いに利那生滅を皮革』しつつ

ll¥会っているのであり、この場このllCJにおいて共に在ること自体が奇蹟であるような関わりである。

凶Z l~，f,生の流出プロセス

〈｜部生する紛争11)

〈回目当ュf巾f創立〉

これら 3つの展開は、線型自ll~ill\Jに悶l して現れるわけではない。そのつどの生誕であり、門担時!illにおいて、絶えずBZ.

彼しつつ起こるのである。よって、この流出は、発i主論的にW!f＇することはできない。段階を約みlニげていくように形

成しているのではなく、世界や他者と関わるという引j患において、生成が締り広げられていることになろう。

さて、それでは、このような人間l形成論のもとで「遊び」という税事はいかに捉えなおされるのであろうか。次節に

おいて詳しく吟味することにしよう。

4.遊びとしての身体を取り灰す

「地球は遊卜日I也、遊ぶために人｜出は生まれてきたJ (i';Jll 2~ 日5、 160 FD。すなわち、人生そのものがすでに r遊

び」である。そして、そのことをiはもよく知っているのが「身体Jであるという。 「そもそも身体は遊休としてこの世

に笠防した」 （同上、 163資）。古取の「遊びJへの視艇は、身体論＝遊休論へと展開する。

幼い子どもの動作や姿勢は、さながら陥っているかのようだ。それはまさしく遊休の発現現象にほかならない。夫人

たちはその遊体動作の活発さを可愛いと思う。同時に、それは危うしおぼつかない、 1！！；駄な行為ともl:ii.じてしまう現

象である。それゆえに大人は、いつも子どもの動きに l'I を光らせ、店主制する。子どもの遊f~斗＂＂良は、いずれは捨て去ら

れ、社会的な事相手へと組織化されなければならないと考えるのだ。

こうして、削る身体（遊本）は、教育、法律、 1m司、泊.if!iといった一定の予測可能な枠のなかに回収され、釘'ii'fl<f己し

ていく。そうした社会fHfの枠紘を、古来は「生のユーティリティ化Jと名付ける。＇ Iミのユーティワティ化とは、 「官官

かのためにこの生のflH立や沼味があるJ とする、生の効司：化・手段化である。遊休がこの世のユーティリティ・システ

ムに絡め取られたとき、蹄りを忘れた大人の身体へと税務する。
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「臨生」とは、班l直し伺IfEされた大人の身体をときほぐし、 jl｝び柔軟でしなやかな開放出としての遊休を取り戻すた

めの刊栄と捉えることもできる。コジ、は、副＇ Ii本験を絞ることによって、ユーティリティ化の行き聞いた世界を生きる

あり方に根本的な』i'J'i命が起こり、初めて「この世この生の獅き <ZHE担I•絡） J に気づくことができるようになるのだ。

そして、その方法として、 W,'f院としての宗教的身体行がある。「昭社Jという概念は、「他界からこの111：この＇loに附むJ

ことを際立主としている。；i,·~tは、死のむこう慨からこちら側の＇i:の世界を見計捌党、 f他界からのまなざしJ と表現し

た。「他界Jとは、＇I＇きながらにしてく死者の総〉をもつこと、〈死〉を品目品することである。「他界 Jを総山して地上の

光況をi:1；壊するとき、そこには〈般論なるひかり｝が差し込み、森総万支の｛鮮烈なかたち〉が〈今ここ〉に抽出i干して

開かれる。こうした1,1日品l'i'（ヱコ臨＇i＇体験）を可能にする方法が、端的としての宗教［自身体行ということになる。

こうした臨生息偲の展開に!Kiらして、「遊び」についての教育学的立義を設現してみると、次のようになるだろう。ま

ず、 u会初予を調路削じするために行われるユーテイリティ化の数百のもとでは、 lj!f(fJは、発；主）曲舵lこ必'Ji'な手段・道

具であり、そのH'mの制似は否定される。けれども、本来的に人生とは「遊びJにほかならない。ならば、そこに立ち

災るためのWlir,的方策があるは「だ。その抜心カ唱｛」生体験であり、そのための手法が椛俗としての宗教的身体行、）盈w
を取りl廷す門業である。

持i儀としての宗教（ J身体行について、•＇•Wのl湖町を追ってみることにしよう。，1;U！は、遊休を取り民寸手法はさまざ

まにあるとはいえ、持l理！化すれば、①ボンテージ（肉体拘主主）、②ダンシング、③ダイイング、の三つのパターンにまと

められる、と述べている W•J I:, !8!・!82 JI)。

①ポンテージ｛肉体拘禁）とは、いわゆる阪知行のことである。坐行や的』［lを通して肉体を的JI：することによっ

て、何かに対して、品かに対して、といった対象に関心を向けることを絶つのである。

②タ’ンシングとは、ヨーガ、宗教舞踊（チャム）、制り念仏のような動きのある行のことである。 i散しい動きによ

って目史的化した肉体をほぐされ、通常はN！い忘れている筋肉司：0iw1：：が間使されて、＜I:Wt＇；的な身体レヴェルが

党f寵されるのである。

③ダイイングとは、千ElIii的などに代表される不i眠不休の新食行のことである。 l'Ji1な生理機能を可能な限り!ft

乱し、肉体を死体時的まで近づける。肉体を殺すことによって、遊休としての身体を拘束していた制約を般地

する方法である。

これら三つのパターンは、ユーティリティ社会がもっとも嫌がる身体状態（11:.附・死）を逆流股i路とすることによ

って、空白化していたく身＝たま Le>）を！附J；し、償協させるという点で、共通している。それはつまり、身体の！）；Ii§

に｜眠る＇＊＇むを刺激し、〈身ロたましい〉か＜ 111¥i!l¥)1lに開示しているはずの涼相＇Jlllj¥l（法討 プネウマ）の丸.IJ.や！卓也を

よみがえらせることにほかならない。すなわち、＂のユーテイリティ｛むを破砕し、剛生する身体＝＝遊休を If＜り鼠iす刊業

なのである。

ところで、この古取の宗教的身体行の説明にIJUしては、一つの疑問か起こる。そもそも遊休を取り泌すことを目的と

して、こうした宗教f自身体行に取9組むというのは、＇ Eのユーティリティfちを踏襲することにならないだろうか。今は

遊休ではない、しかし本来は遊休なのであるから、遊休に反るために身体行を行うのだ。この七時i立iは、何かのために今

ここの＇il＼みがnmされる、という典型的なユーティリティ閉式である。つまり、宗教的身体行を拠示することは、結来

的に臨生の議論を顛倒させてしまうのである。

この論理！矛病をどう考えたらよいだろうか。 i1>Utはとくにこうした疑問には触れてはいない。臨＇ l'iD.!.l!OJll¥J溜は、〈今

ここ〉の存従続的存在や｜：絡を法制Itとしているが、そこに至るプロセスについてうまく姉写されていない点が一つの百

点である。古来の r；控び」への視庄は、そうしたプロセスを考える恰好の干付ヰであるが、けれどもプロセスを描いた途

錦、臨生思想を離れてしまうという主主命的なj初E矛盾を抱えてしまう。

この疑問を解消するヒントは、辺元の禅思想の特徴として挙げられる「修統一軒IJの考え方に、見出すことができる

だろう。「修J1E~jlJJ とは、修行と証県（fl！り）とは一体であるというな味である。修行することで依りを得る、という

i坦常のJD.者法を酷'11ょする。いわば、手段と目的とは一つであるということだ。一心不乱に修行にfl!•ドしている姿がその

まま情りの4態なのである。

ヨラ



臨床教育人llil学第 13培 201s'c

古束由討旧らかにする宗教的身体行もそのように解釈すべきではなかろうか。表現としては、遊休を取り戻守、臨生体

験、を引き起こすための11＇業と説明されるか、その内実は、宗教的身体行に取り 11んでいるまさにその姿こそカ唱日生体験、

臨生する封件であると言いたいのである。こうした臨生体験の恭本槌浩を！§Htしているかどうかが、遊びの人｜日l学を唱

えるうえでの一つのt信仰となろう。

人i聞は存在そのものが f遊び」である。しかし、そのことに気づかないうちは、「遊びJは何かの手段に回収されてし

まう。そこを超えていく手法が、窃儀としての宗教f自身体行である。しかしそれは、決して臨生する身体＝遊外をl刷出

申上の未来に想定して、ここにjl!Jり若くための手段と考えてはならない。生のユーティリティ化に疑問をもち、それを

乗り越えようと宗教的身体行に傾いたとき、そこにはすでにして臨生する身体z 遊休が現出しているのだ。つまりは本

来の「遊びJの存在へと立ち戻るのである。その構造的な神絡にこそ、日誌生凪恨の妙怒があると言えるのである。

それでは、この臨生息僧に！照らし出された「遊口」を内に含んだ形て守士育という岱為はいかに構怨されるのであろう

か。またそうした＇／ li；みは可能なのであろうか。本稿では、以下、 「由；生J~ r1出界からのまなざしJの視点をその教育

忠程！のうちに合んでいると考えられるルドル7・シュタイナーの教育思想について検討することにしたい。

5, 1臨＇I：漁i世としての越路f白出世界一－~吋刊と Lてのシュタイナー教育

よく知られているとおり、シュタイナーは感t't的世界とは別の、超感ti:的世界の認臨の£·喫1~＇を説き、さまざまな場

面（たとえば凶大主著のうちの一つ rいかにLて超感覚的i世界の認識を獲得するか』において）でその世界を認識する

ための具針2的方法を示した。起liiJ占的世界とは「割に見えない」世界であり、 「存在のj'JcflJともいうべき次元である

（商平 1997、134頁）。この趨感ti:的世界は、ヰ"fMの文脈で位li'.1づけるならば f他界Jとみなされるものであり、こ

の「他界」を想定することで人間形成の｜時Jill（とりわけ rl'I rl1Jの獲得の！日却を論じたのである。

そして、シュタイナーはこの「趨感党的世界」の¥l!i；曲を人仰の!ll大な謂目立とみなした。しかしながら、彼はそうした

主政により、決して感党的世界からの脱却の必要世を説いたわけではなかった。彼にとって超感党的世界を持ち出すこ

とは、感世的世界とよりi軍〈関わるための戦略なのであり、感n的世界（生）へと深く沈静するために不可欠の事情な

のである（この'iJ,味において「j包感党的世界」は視L'liの転換装耐となる）。

ンユタイナーは、まずはともかくも感党的｜日界とj也感J1:IJ世界を分けて考え、後者の欠如態としての人Ill！から話を始

めた。シュタイナーにとって目指されるべきは、感覚的世界と超＂主党的世界を不可分のものとして河 i時に捉えるもので

あり、！［主党的世界のうちに超感党的世界の現れをj見出すことであったのだが、そのことを総る場合に、彼はfl!!'.Cll均に二

世界を分けて促えることから始めたのである。

しかも、シュタイナーが趨！盛党約世界の認識の必要個を説いたのは、あくまで感jJ:的世界における「自由」を獲得す

るためであった。シラーから多大なI；在宅型を受けたシュタイナーは、＇ c!FllJの境地と r遊び」の状態をi可ーのものと捉え

ていたのであるが、「自rti」へとEtるためには r他界J~ r，留J進党的世界Jを惣定する必要があると説いたのである。

我々は因果律に支配され、自然的ι、然性に寄目的に追従する状態においては、不自由とみなされるのだ。我々 が，，，，

rluに3jるためには感党的世界のうちに現れ出ている超感党的なるものの作用を院観的に総龍しなければならない。そ

して、斑餓に基づく超感党的性l界のi認識は、あくまで、現実世界における r自由Jの獲得のために不可欠とされるので

あり、それは断じて現役否定に結びっくものではない。それは弓i二への臨み方Jを質的に変＇1＇するものであり、超感 j'!

fl'Ji~！－＂官の獲得を経て「~＇にl~J.trJことは、彼の最重姿品自由である「自由」獲得の｜郎副と不可分である。シュタイナー教

育は f自由への教有」を問、制しているが、＂＇＇由へゐ」教育というからには、初期段階において我々 は「 ElrJむたりえな

いことカ哨H提とされている。事実、シユタイナーは「人｜品］は元米悶由か、それとも不自由か」というllJJc＇を不当とみな

し、「不自rl1な状態にi白かれた人Iii！がいかに自由を自到うするかJこそをlfUうべきだと考えた。そして「＇＇＇ rl1」を1控侍守る

ために「生への臨み方Jを質的に転換することが求められるのである。

かくして、 r!loへの！臨み方」を変容させるために、前節で触れたような街俗的身体行が求められることとなるのであ

るが、シュタイナーは、街｛詰J1~：泌此について次のように述べている。
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私の言わんとするところを、誤解しないで下さい。私は詑日括的認敵を経た人｜叫が、突然これまでとまったく巡った

別の人間になると司っているのではありません。事実はその正反対でありまして、現代における鰐lil!的認識は、人
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11¥Jを完全に現t!lのなかにとどめ、たとえ；毛；f詰f自主主主に述しても、これまでどおりの生を，，，き続けていくことができ

るようにするものでなければなりません。（シュタイナ一、 2JOI、132頁｝

ここで注目すべきは、シュタイナーが自然現象への徹底的な沈思だけで、 1,111.¥の内に存在する紐！＼主党的なるもののff[

b説的知党に至ることができると考えていた点である。すなわち、先に紹介した；•；M！の「近傍他界f砲しと同じく、シュタ

イナ にとって「店主！直！＇lOlI！！界J（「他界J）とは、この1ltの彼方にある「背後世界」ではない。「他界」を彼方の必也界

に実体出し、別世界として対校する発illではなしそれはmwm界の間近に、さらにばえば、 ww；世界の内側に常に既

に生起しているものとして惣定されているのである。ゲーテ的自然科学をその忠怨約五L般に悶えているシュタイナー！日

却において、有散ました1'1古紙抗議の先に超！進党的なるものの作)flカ弔邸主されるのである。こうした彼の「近傍他界観」を

踏まえたi時、シュタイナー教育の苅7：設も「111.＇~J の様相を呈することとなる。

シュタイナー教育における掠々な実践（「フォルメン線揃」 「ぬらし絵J 「オイリュトミーJなど）は、まさにく今

ここ〉に沈滋するが，ffv1である。たとえば「フオルメン級品bでは、フォルムがti¥米iがってゆくプロセスそのものにい

かに深〈沈静できるかが｜！日足立なのであり、 「ぬらし絵Jに関しても、色と色が泌ざり合うその］品程そのものをl味わうこ

とを大切にし、できあがった絵そのものにはmきをii'lかない。 ・H物カ咳日郊と生成変容するその過程を体験させるそう

した実践は、出』生.\l!.也｛を j'TJ;tに揃えた r；控びJ を教fl~＇践の中で！民間しようとしていると解釈することができる。

このようなシュタイナー数百の実践は、先にYlた「栄町ユーティリティ化Jを目指すものではなし%それは、 i1i取の

臨＇［＇） L¥;¥[lにJ，，づく遊び論が教官実践のJi,)ii耐でH耳目じされたものとして的1記することができるようにillわれる。

6，おわりに

以i二、古来の臨＇ I＇思；＼［lとそれにJLづく彼の「遊びJ 論を検.hll、さらにはその只体的•J＞例としての的机が可能なシュ

タイナーの教育思想を検討した。

JYl~il仕界において、我々の身は、 fllifl＇.［化し、ユーティワティ化されてしまっている。ゆえに、その血itfl した身体をほ

ぐし、遊休へと引き反してゆく廿3誌が求められることとなる。首J救≪J身体民法はまさにそうした作業を行うためのもの

となる。遊休が宗教的身体技法をつうじて取り反されるなどと｜叩けば、その先にあるのはオカルト的・総数約な境地で

あるかのように思われるが、遊休は的もそうした特殊な境地なのではない。もっと身近なものである。「そもそも身体は

ilH牛としてこのl止に笠均した。幼かった述いiこi々、遊びだけが人生だったことを恕い起こしてほしい。 このl汁があり、

森縦fj裂があり、そこに人が生きているという筒井；な＇JViJ.io それは遊び（無日 [I甘・無fil ・！！！€依拠）であるがゆえに、た

だそれだけで胡iいて、悦びあふれたI時従のlifJJJlJ（古来 2000、163j;i)。

l~i,＇＇概念から遊びを検討することで、数奇における遊びのもI.ii'/づけとそのな誌を再吟味するうえでの新たな＃ι圧が目立

示されるように思われる。本筋では、 i止殺にシュタイナー教育についてほんの少し触れるにとどまったが、手段と目的

が一体化したこうした「臨生約遊びJの境地を分析することで、そのような遊びを仕掛けてゆくような教脊の布り方も

分析されてゆくべきである。そして、発ill四！？主にIDILZされない遊びの話相を照らLH¥L、人｜出形）j）（；論のうちに位限づけ

ることが；；1日垣として浮かび！＇.がる。こうした店門出を今後の諜足立として提示 Lつつ本航を終えることにする。

本 この間似体験の流 l',J尉出のダイナミズムからは、プロティノスに代表されるネオ・プラトニズムの流J＼，＼品を想起させるかも

しれない。プロティノスの流1＼説は、 J1lr6＜＇＼＇なるイデアとしての 者（ト ヘン tohco）からあらゆる世担＇／i物が流/Jiして

いく、…から各への存主i発＊プロセスを説いたものである。 方、臨＂ *'1主が；，：，叫するという場合、この件割rはi止持活古の

起点と考えるべきであり、一者のf!Lff＇［に茸壮じすることは適切ではないように思われる。むしろ、仏教が説く如来球主ゐ匝滋の

ほうが近いかもしれない。如来ぬね巴とは、 J1;Ji{Eである如来放のはたらきがEによって限界にmW＼するという考え方であ

り、それによって世界に対する見方に転換が起こるのである。
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